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取締役社長 グループCEO

修正しております。これは、国内損害保険子会社
において、国内外の自然災害や自動車保険の発生
保険金の見通しを引き上げたこと、また、欧州、
米州の損害保険子会社、および海外生命保険会社
の業績見通しを下方修正したことなどが主因です。
株主還元については、年初の予想から変更はな
く、前期から40円増配の、1株当たり年間240円
を予定しております。また、取得価額の総額100
億円を上限とする自己株式取得を決議いたしまし
た。

2022年度からスタートした現在の中期経営計画
では、私たちが果たすべき役割を「リスクソリ
ューションのプラットフォーマー」としました。
これには、デジタルやデータ、グループ内外の知
見・ノウハウ等を活用しながらさまざまな社会課
題の解決に貢献することで、社会とともに成長す
るという思いを込めています。私たちは、先行き
の不透明な時代にこそ、「リスクソリューション
のプラットフォーマー」としての本領を発揮し、
社会を支える保険・金融グループとしての使命を
全うしていきます。

株主の皆さまにおかれましては、今後とも当社グ
ループの取組みにご期待いただき、変わらぬご理
解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
 以上

株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜
り、厚く御礼申し上げます。
さて、ここに2023年度中間期（2023年4月1日
から2023年9月30日まで）のご報告をお届けし
ます。
大手中古車販売店による保険金不正請求および保
険料等の調整行為について、株主の皆さまをはじ
めお客さまや関係者の皆さまに多大なるご迷惑と
ご心配をおかけしておりますことを心よりお詫び
申し上げます。
お客さま本位の姿勢を改めて確認し、既に再発防
止策を進めており、一日でも早くお客さまおよび
社会の信頼が回復できるよう、役職員一同全力を
挙げて取り組んで参ります。

さて、当中間期の状況ですが、前中間期の利益押
し下げ要因であった国内外における新型コロナウ
イルス感染症関連の保険金・給付金や、国内損害
保険における大口の保険金支払い、海外自然災害
などが減少、また、収益改善のための各種取組み
が進んだことにより、中間純利益は875億円とな
り、赤字となった前の期と比べて、886億円の増
益決算となりました。
一方、通期業績予想についてですが、「親会社株
主に帰属する当期純利益」は、年初予想の3,000
億円から、今回の修正予想では2,800億円に下方

ごあいさつ



グループ修正利益（億円）と
グループ修正ROE（％）の推移

業績ハイライト

株主還元について

当社は安定的な配当を行うことを基本とし、グループ修正利益
の50%を原資とした基本的還元に加え、市場環境・資本の状況
等も踏まえ、機動的・弾力的に追加的還元を実施する方針とし
ています。

■ 国内損保事業　■ 国内生保事業　■ 海外事業　
■ 金融サービス事業／デジタル・リスク関連事業
 グループ修正ROE

2022年度 2023年度
（予想）

200

100

100

2021年度

180

82.5

97.5

120

240１株当たり
 配当金額（単位：円）

■ 中間配当　■ 期末配当

（単位：億円）正味収入保険料

41,620

2023年度

22,700

39,332

2022年度

20,962

22,700億円
（前年同期比 8.3%増）

（単位：億円）

生命保険料
（グロス収入保険料）

15,810

8,912

2023年度

17,075

7,724

2022年度

8,912億円
（前年同期比 15.4%増）

2023年度

4,000

2022年度

238

経常利益 （単位：億円）

1,314

2,922

1,314億円
（前年同期比 450.8%増）

（単位：億円）

親会社株主に帰属する
純利益

2,110

2022年度

2,800

2023年度

875

△11

875億円

■ 中間期　■ 通期　■ 通期（今回予想）

2023年度
（予想）

2,800

7.5

2022年度

1,727

4.8

MS&ADグループは、国内3カ所で、生物多様性を保全しながら、自然の
恵みを防災・減災や地域活性化に活かす「グリーンレジリエンス」を、
NPOや研究者、そして社員とともに推進しています。

千葉県印旛沼流域 熊本県球磨川流域 宮城県南三陸町

グリーンアースプロジェクト

MS&ADグループは、起こりうる変化を予測することで、発現したリスクの補償・保障だけではなく、リスクそのものの発現を防ぎ、
お客さまが安心して生活や事業活動を行える環境をサポートします。
そして、グループの多様な知見と高度なデジタル技術を融合したソリューションで、リスクに負けない力強い未来を創造していきます。

MS&ADグループは、
「リスクソリューション・プラットフォーマー」として進化していきます。

あいおいニッセイ同和損保は、データ・デジタル技術を活用した「テレマティクス自動車保険」を提供しています。

三井住友海上は、サイバー攻撃等のリスクから企業を守るための「見守るサイバー保険」を販売しています。

三井住友海上あいおい生命は、病気の予防・早期発見から重症化・再発予防など、お客さまの健康をトータルでサポートすることをめざす
ヘルスケアサービス「MSAケア」を提供しています。

▶ テレマティクス技術で導く安心・安全で快適なモビリティ社会の実現

▶ 企業の安全を守る見守るサイバー保険

▶ お客さまの健康をトータルでサポート「MSAケア」

（※1）「タフ・見守るクルマの保険プラス（ドラレコ型）」と「タフ・クルマの保険」の前契約からの改善率の比較です（2023年3月、当社調べ）。
（※2） 「タフ・見守るクルマの保険プラス（ドラレコ型）」と一部の商品を除く当社の他の自動車保険との比較です。双方に責任割合が発生する対物賠償保険事故の解決所要日数

（2021年1月～2023年3月発生事故）を言います。なお、「タフ・見守るクルマの保険プラス（ドラレコ型）」は、ドライブレコーダーの映像を事故対応に活用したケース
を対象としています（2023年3月当社調べ）。

● 端末に侵入してきたウイルスを検知・隔離
●  未知の脅威に対してもその振る舞いで脅威
として検知・隔離

● 情報漏えい等による賠償損害を補償
●  各種対応費用を幅広く補償

●  ログを保全することにより迅速
に感染経路を特定できる
（早期の調査・復旧に有効）

●  必要に応じて専門事業者を紹介
し初動対応をサポート

事故発生前

事故発生前（事前対策）

事故発生時

事故発生時

事故が起こった後

事故が起こった後（事後対策）

リスクを見つけて伝える

リスクを見つけて伝える

未然に防ぐ 迅速な初動対応をサポート

安全運転スコアに
応じた保険料

万が一の際の
充実な補償

迅速かつ的確にお客さまをサポート

事故解決日数 ▲15.0日※2（2023年3月）事故頻度低減効果 ▲18％※1

経済的負担を小さくする

経済的負担を小さくする

影響を小さくする
すばやく回復する

影響を小さくする
すばやく回復する

事故の場所や事故に至る
までの走行経路等が
正確かつスムーズに
把握されるので安心！

運転診断
レポート

脳のトレーニング
アプリ

安全運転
スコア

相談サービス

病気になる前 病気になったとき 病気になった後
（A）あなたをまもる
重症化・再発予防

（S）ささえる
保障

（M）みつける
予防・早期発見

2種類の声をもとに
軽度認知障害の
リスクをチェック

スマホ等のカメラを
健康診断書にかざすだけで
「健康年齢®」等をチェック
※ 健康年齢は、株式会社
ＪＭＤＣの登録商標です。

日常生活の血糖
値変動を測定し
生活習慣改善を
サポート

がん罹患者向けに
オンラインピラティス・
ヨガのプログラムを提供

専門的ながん情報
をわかりやすく提供

生活習慣改善
のための最適な
プログラムを提供

サ
ー
ビ
ス
の
一
例

健康維持・疾病予防・早期発見 重症化・再発予防

※ 国際財務報告基準（IFRS）を適用している在外連結子会社及び在外持分法適用会社においてIFRS第17号「保険契約」を当中間連結会計期間の期首から適用し
ており、2022年度中間期に係る数値については当該会計基準を遡及適用した後の数値となっております。

1株につき120円中間配当金



会社概要／株式の状況

社　名 MS&ADインシュアランス グループ 
ホールディングス株式会社

本店所在地 東京都中央区新川二丁目27番2号

設　立 平成20年（2008年）４月１日

資本金 1,010億7,606万2,021円

従業員数 38,367名（連結）

会社概要（2023年9月30日現在）

株主メモ

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後３か月以内に

開催します。
配当の基準日 期末配当金：毎年３月31日

中間配当金：毎年９月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社
株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵送物送付先） 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（電話照会先）  0120-782-031
特別口座の
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社および
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

公告方法 電子公告の方法により、下記ホームページに
掲載します。ただし、事故その他やむを得ない
事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載します。
https://www.ms-ad-hd.com/ja/ir/
notifi cation.html

三井住友信託銀行株式会社
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
 0120-782-031

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
〒183-0044 東京都府中市日鋼町１番地の１
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
 0120-232-711

お問い合わせ先

株式に関するお手続きについて

1.   お受け取りがお済みでない配当金を受け取るお手続き
  三井住友信託銀行株式会社までお申し出ください。
  なお、配当金は、支払開始の日から満３年を経過しますと、当
社定款の規定によりお支払いできなくなりますので、お早めにお
受け取りください。

2.  その他のお手続き
（1）  証券会社に口座をお持ちの場合：お取り引きの証券会社へお

申し出ください。
（2）  証券会社に口座をお持ちでない場合：特別口座での管理とな

っておりますので、三井住友信託銀行株式会社または三菱
ＵＦＪ信託銀行株式会社へお申し出ください。

株式の状況（2023年9月30日現在）

配当金を「配当金領収証」で受領されている株主さま
配当金を銀行等の預金口座へ入金する手続きをして
いただきますと配当金支払開始日に株主さまご指定
の口座に振り込まれ、迅速かつ安全・確実に配当金
をお受け取りいただくことができます。
振込手続きをご希望の株主さまは上記「2.その他の
お手続き」に記載の証券会社または信託銀行へお申
し出ください。

発行済株式の総数 536,071,400株
株主数 91,454名

証券会社
2,988万株（5.6%）

その他国内法人
8,680万株（16.2%）

外国人・外国法人
17,361万株（32.4%）

金融機関
18,056万株（33.7%）

個人・その他
6,519万株（12.1%）

所有者別株式分布状況

MS&AD統合レポート2023
統合レポートでは、MS&ADグループの中長期的な価値創造についてご理解をいただくために、2030年にめざす姿、
中期経営計画や、これらの企業価値創造を支える仕組みなどについてご説明しています。

リスクソリューション・
プラットフォーマーの
解説動画も掲載

MS&ADの
価値創造
ストーリー
特設サイト

MS&ADの
オフィシャル
サイト＞株主
投資家情報


